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Ruzhdi Ushaku: "、Teta"dhe "Askushi" (OUTlS-) 
井浦伊知郎

Ruzhdi Ushakuによるアルパエア語の論文["VetaとAskushi(OVT{C) ーァ

ルパニア説話『漁師と精霊』と『オデュ y セイア』のエピソード『オデ品ツ

セウスとポリュベーモス』に於ける構造の比較研究 J (1981年)を紹介する。

アルパニア語の表現には、 「自分 J ["自身」をあらわす代名詞 Vetaを用い

て、 「誰がそんなことをした? 自分(Veta) だよ自分 (Veta) Jや「自分

( Veta) がしたことなら誰もしない」等と言うことがある。["自分の身にふ

りかかったあやまちは、大抵自分の責任だ」という言い回しであるが、本来

こうした言い回しの起源は、アルパニア各地に伝承されている幾つかの似通

った説話の中にあるという。 Ushakuがあげている四篇の説話の日本籍訳を次

に示す。何れもアルパユア北部のゲグ方言(g巴g長rishte) で書かれている

「そのー 漁師と魔物」

Zallで一人の漁師が網で魚を捕った。魚を何匹か捕り、自分の小屋で串に

刺して焼き始めた。彼が火で魚を焼いていると、魔物が串に刺した亀(蛙)

を持って小屋に現れ、それを焼き始めた。漁師は亀を持って帰れと何度も言

い、魚を一匹与えたが、魔物は「おまえが焼くならおれも焼くさ J と言うの

だった。こういうことが何回もあった。漁師はどうにかして魔物をこらしめ

てやろうと考えたので、魔物が「おまえの名は何という Jと尋ねた時に、

[" Vetaさ」と答えた。それから漁師は火のついた薪(串)を手に持っと、魔

物に火傷を負わせ(て追い出し)た。魔物は叫び声をあげ、天に戻って言っ

た「おれを刺しゃがった、おれを焼きやがった J他の魔物逮が「だれがそん

なことをした」と尋ねると["Vetaだよ VetaJ と答えたので、魔物達は「そり

ゃ結構、 Veta(自分)がやったというんなら、そりゃおまえのせいだ」と言

った。それから、 「おまえが焼くならおれも焼くさ J ["だれがそんなことを

した["Vetaだよ VetaJ ["そりゃおまえのせいだ」という言葉が残った。
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「そのこ 船乗りと精霊」

ある船乗りが Ulqini付近の Valdanasで船から小船を出し、 Kroni Zanave 

へ水くみに行き、浜辺で網を引いて魚、を捕った。魚を少し捕ってから火をお

こし、魚を焼き始めた。精霊がやって来て「おまえが焼くならおれも焼く」

と言った。船乗りは初めは声が出なかったが、精霊が名前を尋ねたので、彼

は IVetaj という名前だと言った。しばらくして船乗りは精霊を火のついた

薪で追い回して火傷を負わせたので、精霊は叫び声をあげて仲間に助けを求

めに戻った。 Iだれがそんなことをした」と仲間違が尋ねた。 IVetaだよ、

Vetaj と精霊は答えた。 Iそりゃおまえのせいだ」と仲間違は言い、そいつ

が自分を薪で焼いたのだと思った。

「その三 漁師と精霊」

ある漁師が、 Shpellee Qelbetで夜、魚、を焼いていると、獣の様に毛むく

じゃらの身体をした一匹の精霊がやって来た。漁師が魚を焼くと、 *11霊は

「おまえが焼くならおれも焼く」と言った。そして話をしている時、精霊が

漁師に名前は何だと尋ねたので、彼は IVetaさ」と言った。それから漁師は

串(薪)を持っと精霊を追い回したので、精霊は悲鳴をあげて、洞穴にいる

他の精霊の仲間違のところへ戻った。彼らが「だれがそんなことをした」と

尋ねたので、精霊は IVetaだよ、 Vetaj と答えた。 Iそりゃおまえのせいだ」

と他の精霊達は返事をした。こうして漁師は精霊遠から難を逃れた。

「その四 牧人と魔物」

SesputlζSylaという名の羊飼いがいた。 Sylaは我が Ftjan村の出身だった。

ある夜 Sylaは魚を捕って焼いていた。小屋で魚を焼いていると、一匹の魔

物が手に亀を持って現れた。話をしていた時、魔物は Sylaに何という名前か

尋ねた。 Sylaは IVetjaj という名だと言った。 それから魔物は手にしてい

た亀を焼こうと Sylaの火のところに来た。 Sylaはそれが嫌で、何をしている

のかと言った。魔物は「おまえが焼くならおれも焼く」と返事をした。 Syla

はますます嫌になって、足をつかむと小屋から放り出した。魔物は大きな悲

鳴をあげたので、岩陰から他の魔物達が出て来て、どうしたのかと尋ねた。

Vetjaがおれを焼きやがった、 Vetjaがおれを焼きやがった、と魔物は答えた。

他の魔物達は「おまえが焼いたというんなら、おかしな鳥みたようなことを

するでない[訳註:訳のわからないことを騒ぎ立てるな] j と返事をした。
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一方、ホメーロスの「オデュ y セイア」第 IX章には、これらの説話と大変

よく似たエピソードがある。牛コーン人(K(κOVεc )の国で葡萄酒 12賓と贈

物を受けたオデュッセウス('Oovσσε15c) が、ロートパゴス人(AωTOφayol 

の国を過ぎた後、単眼の魔物ポリュベーモス(IIo入U申ημoc)の穣む島で捕わ

れの身となる下りである。仲間を二人まで喰われたオデュッセウスは、難を

逃れる策として、まずポリュベーモスを葡萄酒で酔わせる。そしてポリュベ

ーモスがオデュ y セウスに名を尋ねた時、オデュ y セウスは次の様に答える

(日本語訳は呉 (1971)訳より引用)

"OVT(C μ01 y' OVOμα . OVTIV OEμEι11(，λ司σκovσtν，

μ呼Tηp ~δ 主 παT両 ρ 奇 8 ・百λ入 01πdνTEÇ f.TαLPOL ." 

r w駄礼毛志内(ダレモンナイ)と私はいうので、駄礼毛志内と母親も父親にしても、
そのほか仲間の人たち皆が、私のことを呼んでおります。.1 J 

(IX 366-367) 

ポリュベーモスが酔いつぶれて眠り込むと、オデュッセウスと仲間違はポ

リュベーモスの単眼に焼いた梶棒を突き刺す。ポリュベーモスは悲鳴をあげ

て飛び出し、仲間の牛ュクロープス共 (K15κ入ωπEc) に助けを求める。だが:

"占 φ「入01. OVT(Cμε I(，Tεfνε1 oo入ω ovoE s(ηφLV. " 

OL o' 占παμεtβ6μεVOL EneαπTEPOEνT' 占YOPEVOν.

"El μ主νδYIr.tii T(C C1E ßlá~ εTal oioν EOνTα 一

VOUσOV y・ovπω宝 EσTI <1IOCμEya入ov aλEaσeal. 
r wおい仲間たち、わしを欺して殺すとは、駄礼毛志内よ、暴力でもな。』
すると一同これに返答すると、翼をもった言葉を列ね、

『もしほんとうに、誰もお前が独りでいるのへ、乱暴をしたのでなけりゃ、

ゼウス大神から来た病気なのだ、どうにも仕様があるまいよ、」

(医 408-411)

夜が明けると、オデュ y セウスと仲間達は羊の腹に隠れてポリュベーモス

の洞穴を抜け出し、首尾良く島をあとにする。

Ushakuは、先にあげたアノレパニアの説話と「オデュッセウス」のーエピソ

ードとの聞には、内的構造と結末の象徴的役割に於いて幾つかの類似が見ら

れると指摘している。即ち、人間と神話的人物の対立、 VetaとOUTlC の如き

両義的な偽名の詐称、神話的人物に対する襲撃、偽名による報復回避といっ
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た項目について、アルパニアの説話とオデュ y セウスのエピソードは酷似し

ているのである。

ここで Ushakuは、先にあげたアルパニアの説話群がホメーロス作品からの

借用か、それともアルパニア人の祖(とされる)イリュリア民政本来の伝及

かという問題について次の械に考えている。 7 )レパニア説話の椛成が甚だ悶

潔、繊細で、粉飾も誇張もなく、基本的に説話的断片の枠組から成り立って

いることから、象徴的な内的機能と娯楽の精神、また人間の経験に関連した

象徴的な生の方向性により編纂、保持されてきた古い民間伝統との関連が見

られること。

また登場人物と物語の進展状況が、アルパニアの説話環境に見合ったもの

であり、一定の結末にとり必須の機能を除けば、余分に目立った箇所は全く

ない。これに対してオデュッセウスのエピソード内の物語進展に於ける登場

人物や状況や文脈は、詩的かっ絵画的特徴という点で際立っている。l!nちア
ノレパニア説話とは全く別のものであり、より広大な構成文脈内にあること。

またアノレパニア説話のオリジナリティーに関する重要な論拠が、正に物語

の結末にとって主要かっ決定的要素としての両義的偽名 Veta或いは Vetjaに

あること。

要するに、まずアノレパニア説話の簡潔・素朴たることを以て、ホメーロス

の複雑・壮大たることに比較しているが、この観点のみで民間伝承のオリジ

ナリティーを論証している訳ではない。登場人物の偽名として、 OVTIC の様

な否定代名詞の別形でなく、再帰代名詞 V巴ta或いはその方言形が用いられて

いるということが主に興味深いという。次に Ushakuは、 Ovnc が本来の否定

代名詞形 Ovncから別形として現れる歴史的背景を説明し、アルパニア語の

Vetaについても問機に考察している。

続いて、他のヨーロッパの民間伝承や、かの「千夜一夜物語」にも同一パ

ターンの説話が普遍的に見られると述べた上で、オデュッセウスとポリュベ

ーモスのエピソードが後に挿入された詩句ではないかと指摘する〈ここで、

キコーン人の国から牛ルケー(Ki pιη) の島へ着くまでにオデ品 y セウスが

失った仲間の数が、計算に合わないということも示されている)。

更に Ushakuは、アルパニア語による民間伝承の中には、既にあげた「漁師

と魔物」型説話とは別に、 「一つ自の巨人 (Div1tme nj己sy) J噺、キュ

クロープスを想起させる SiqEmhenjerl( "syqen q長 hanjer長z"即ち『人聞を

喰うところの四つ自の怪物 J)の話が知られていること、 'OOV(jσεucの古形

Odyxeusがイリュリア・エピルス語起源で「船乗り」を意味するという説を

紹介し、かつてのイリュリアと、そのホメーロス作品に対する影響(rオデ
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ユッセイア』第羽章の官頭で述べられているパイエーケース人(1>αt呼κεc) 

がイリュリア人であるという、ローマの地理学者 PornponiusMelaの記述等)

について説明し、最後に次の様な結論を示している;

1. W漁人と魔物』の様なアルパニアの説話や、そのヴアリアントは、 『オ

デュッセイア』に於けるオデュッセウスとポリュベーモスのエピソードのヴ

アリアントでも借用でなく、オリジナルの説話である。

2.アルパニア説話は、オデュッセウスとポリュベーモスのエピソードに於

けるモティーフに類似しており、極めて古い起源を持つ。

3.アルパニア説話のモティーフは、同様のものがギリシア人の中にも存在

し、 『オデュッセイア』内のエピソードとして記述、加筆されたのと同時代

に、イリュリア人の中にも存在 Lた。アノレパニア説話のモティー 7 と内的構

成及びその結末は(出来事の中核に重要でない要素の進展を無視すれば)イ

リュリアのオリジナルだといえる。

論文の全訳は別の機会に紹介したい。

Ushaku， Ruzhdi(1981); "'Veta・dh巴 'Askushi・(OVTic). Studirn krahasu巴s
i struktur長sse tregirnit shqiptar 'Peshkatari i xhindi・dh巴 t長 asaj
te episodit 'Odiseu dhe Poliferni・teOdisese": Kirkime Filologjike， 
9-31 (Prishtin巴(Kosove)，Rilindja) 

呉茂一(訳) (1971); Wホメーロス オデュッセイアー(上) ~ (岩波書庖)
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